















 Ⅰ アドミッション（大学入学） 
  １ 大学入学制度の特色 
  ２ ギムナジウム上級段階の目的とアビトゥーア試験で求められるコン
ピテンス 
  ３ 大学入学制度をめぐる改革動向 
 Ⅱ カリキュラム（学修課程） 
  １ 学修課程の特色 
  ２ 大学教育の内容と学修で求められるコンピテンス 
  ３ 学修課程をめぐる改革動向 
 Ⅲ ディプロマ（大学卒業） 
  １ 学位制度の特色 
  ２ 学士試験の概要と学士に求められるコンピテンス 







 周知のようにわが国では、平成 27 年に「学校教育法施行規則」が改正され、
全ての大学等において、①卒業認定・学位授与の方針、②教育課程編成・実
施の方針、③入学者受入れの方針の三つの方針を一貫性あるものとして策定
























































































































3 Vereinbarung zur Gestaltung der gymnasialen Oberstufe in der Sekundarstufe II (Beschluss 


























































（出典）Freie und Hansestadt Hamburg, Behörde für Schule und Berufsbildung, Schriftliche 
Abiturprüfung, Geschichte, Hinweise und Beispiele zu den zentralen schriftlichen 









































































































































8 この「教育スタンダード」を開発した「教育制度における質の開発研究所」（Institut zur 
Qualitätsentwicklung im Bildungswesen, IQB）が作成した資料 „Bildungsstandards für die 
Allgemeine Hochschulreife: Konzeption und Entwicklung“ を参照。〈https://www.kmk.org/ 
fileadmin/Dateien/bilder/presse/2012_10_19-BildungsstandardsAHR_VortragIQB.pdf〉 



































12 1ECTS単位は、30 時間の学習時間を想定しており、年間の学習総時間数 1,800 時間
（60 単位）となる。これは、ワークロード、すなわち、教員が行う授業時間だけで
なく、学生が実際に学習に費やす総時間数を意味する。ECTS では、フルタイムで１
年間の学習が 60ECTS単位に相当する（2 学期制の場合は 1 学期 30ECTS単位、3 学























































学習領域Ⅰ：言語の基礎教育 40 15 55 
学習領域Ⅱ：数学の基礎教育 40 15 55 
学習領域Ⅲ：自然科学・社会科学もしくは芸術教育または授業
教科の専門科学および教科教授学 
40 15 55 






42 22 64 
移民の背景をもつ生徒のためのドイツ語 - 6 6 
実践ゼメスター - 25 25 
学士論文および修士論文 12 15 27 
計 180 120 300 
（出典）Ministerium für Schule und Weiterbildung des Landes Nordrhein-Westfalen, Beruf 













第一教科15の専門科学および教科教授学 59 22 81 









50 30 80 
移民の背景をもつ生徒のためのドイツ語 - 6 6 
実践ゼメスター - 25 25 
学士論文および修士論文 12 15 27 










第一教科の専門科学および教科教授学 70 30 100 




28 14 42 
 
15 ドイツの教員は、「第一教科」と「第二教科」の 2 つの教科で教員養成が行われる。 
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移民の背景をもつ生徒のためのドイツ語 - 6 6 
実践ゼメスター - 25 25 
学士論文および修士論文 12 15 27 





 2004 年 12 月に文部大臣会議は、質の高い教員を養成するための専門性の




























（ 出 典 ） Standards für die Lehrerbildung: Bildungswissenschaften(Beschluss der 



























（出典）Ländergemeinsame inhaltliche Anforderungen für die Fachwissenschaften und 
Fachdidaktiken in der Lehrerbildung, S.25. (Beschluss der Kultusministerkonferenz vom 
















（出典）Angelika Schade, Akkreditierungsrat, Akkreditierung von BA-/MA -Studien- gängen 




































17  Einführung eines Akkreditierungsverfahrens für Bachelor-/Bakkalaureus-und Master-/ 
Magisterstudiengänge -Beschluss der Kultusministerkonferenz vom 03.12.1998. 
18 Gesetz zur Errichtung einer Stiftung "Stiftung zur Akkreditierung von Studiengängen in 




























































（出典） Bundesagentur für Arbeit, Informationen der Berufsberatung, Studien- und 
Berufswahl Wege nach dem Abitur Schuljahr 2019/2020, Ausgabe 2019/2020, S.4. 
〈http://regional.abi.de/data/r163.pdf〉 
 






Bachelor of Arts（B.A.） 




Bachelor of Science（B.Sc.） 








経済学 Bachelor of Arts（B.A.）または Bachelor of Science（B.Sc.） 
Master of Arts（M.A.）または Master of Science（M.Sc.） 
工学 Bachelor of Engineering（B.Eng.）または Bachelor of Science
（B.Sc.） 
Master of Engineering（M.Eng.）または Master of Science
（M.Sc.） 
法学 Bachelor / Master of Laws（LL.B.）/（LL.M.） 
フリーアート Bachelor / Master of fine Arts （B.F.A.）/（M.F.A.） 
造形芸術など応用的課
程  
Bachelor / Master of Arts（B.A.）/（M.A.） 
音楽  Bachelor / Master of Music（B.Mus.）/（M.Mus.） 

















21 Gesetz über die Hochschulen des Landes Nordrhein-Westfalen vom 31. Oktober 2006 
（Artikel 1 des Hochschulfreiheitsgesetzes vom 31. Oktober 2006 (GV.NRW.S.474)） 
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22  Prüfungsordnung für das Bachelor-Programm Soziale Arbeit an der Universitat 
Duisburg-Essen vom 17.September 2007 (Verkundungsblatt Jg.5， 2007 S.513) zuletzt 


































23 モジュール l から 10 までは、第 4ゼメスター（第 2 学年後期）までに履修すること
になっている。モジュール 14 は、第 5ゼメスター（第 3 学年前期）で履修する。こ
れらのモジュールを合格の成績で履修し、かつ必要な実習を修了している者が、学









































































































































































25 拙稿（2019b）pp.74-75 を参照。 
26 2004 年 12 月 14 日。‟Maastricht Communiqué on the Future Priorities of Enhanced 

































試験」国立国会図書館調査及び立法考査局『外国の立法』238 号, pp.21-72. 
・（2009）「現代ドイツ教育の課題－教育格差の現状を中心に」国立国会図書館調査及
び立法考査局『レファレンス』703 号, pp.5-29. 
・（2011a）「ボローニャ・プロセスと高等教育の質保証－ドイツの大学をめぐる状況を
 
28 望田幸男（訳者あとがき）、チャールズ E. マクレランド著、望田幸男監訳『近代ド











ゲン･プロセスと今後の看護教育のゆくえ」医学書院『看護教育』54 巻 2 号（通





























学教育史学会『教育思想』第 46号, pp.59-77. 
・（2019c）「現在の西洋教育の潮流」石橋哲成・佐久間裕之編著『西洋教育史 新訂版』
玉川大学出版部, pp.207-221. 
 
※本稿は、第52回東北教育哲学・教育史学会（2019年9月7日，於：東北大学）におい
て口頭発表した内容を骨子に加筆修正を施したものである。なお、インターネット情
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報の最終アクセス日は2019年10月1日である。 
